
第22回乳房炎防除対策研究会

根室管内における
ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎への取組み

根室管内ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎対策会議

事務局：根室生産農業協同組合連合会
生産振興課長 池田和之
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始めに・・・

①どんな病気に対しても、｢過敏になり過ぎる｣
のは困る？（怖がり過ぎないこと）

②しかし、｢無頓着｣でも困る？

③｢その時代の知見｣を知り、それに基づく
日々の対応を行う事が重要ではないのか？

④過去は過去、今は今、と割り切ることも
必要なのかもしれない？

今回は、ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎の話です
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事務局担当者としての気持ち（１）

この世の中に「絶対正しいこと（技術、理論、薬など）」は少ない
のではないか？

誰か（研究者）が言ったことは全て正しいのか？

「鵜呑み(固執)」や「全否定」は危険な考え方ではないのか？

「今、正しいこと」が「未来永劫」なのか？

その時、その時代に合致した「ベター」を選択して「行動する」のが
重要ではないのか？

新しい考え方、研究成果は、現場での検証を行いながら選択して
進めれば良いのではないのか？

今の体制や考え方を離れて「必要に応じて見直す｣、または
｢考え方を変化させる」気持ちも必要ではないのか？
（距離を置いて客観的に見つめ直す気持ちも必要？）
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事務局担当者としての気持ち（２）

陽性牛に対して、「検査結果だけを見て、現畜の状態を見ないで
処置する」のは正しいことなのか？

ﾊﾞﾙｸ乳検査をするよりも、発症牛を早く見つけて治療や淘汰を
適切に行うことが効率的なのか？
（それは、後追いではないのか？）

ダメ（陽性）になった牛は処分するのが効率的なのか？
（簡単に殺してよいのか？）

陽性牛が自然治癒する可能性は無いのか？

自然治癒しても(した様に見えても)、その個体を農場に残すのは
「爆弾を抱えている状態」になるのか？

なぜ、今の時代にﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏが問題になっているのか？
（他の病原菌が抑制されたので活発化したのか？）
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検査・対処の体制を構築したきっかけ

① 国内、道内での被害報告が聞こえてきた

② 先駆的に対応を開始した地域(組織・人)からの情報を入手
した

③ ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎は、必ず酪農主産地で問題になる病気
だと考えた

④ JA単位で対応策を構築するのではなく、地域全体で対応
するのが効果的だと考えた

⑤ 準備期間に約2年間を要して、平成25年度からﾊﾞﾙｸ乳
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査を起点とする体制を構築して対応を開始した

⑥ 今後も、都度修正を加えて体制を変化させたい

５



活動の理念

管内の関係組織（団体）が、同一の考え方を持ち、
情報を共有し、本病への対策に協力する

各組織は、担当する分野での実務を遂行する

各組織の意見集約や調整を図るために会議体を組織して、
その事務局をJA根室生産連へ置く

本病の撲滅が最終目標ではあるが、当面は早期発見と
早期対処による｢被害の最少化｣を目指す
（現時点での目標）

ここが重要です！
特定の組織へ
責任を押し付けては
いなけい（モメる）
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根室管内ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎対策会議を
組織することの意義

① JA単位で事業へ取り組む事も可能だが、目的や手法が共通
であるならば、「地域全体での取り組み」となるように「地区の
連合会」が事業主体となる事を選択した
（補助事業等の書類の簡略化、交渉の集約化）

② JA以外の関係機関と協力するにあたり、管内での目的や手法
が統一されていることで、関係機関からの協力を得られやすい
（シンプルに考えられる）

③ 先行したJA独自の取り組み、他管内での取り組みを参考にし
て、今の体制を構築しており、今後も改善を続けたい
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会議体の構成団体（順不同、26年10月時点）

○農業協同組合（JA中標津、JA標津、JAけねべつ、JA中春別、JA道東あさひ）

○北海道根室家畜保健衛生所、根室地区農業共済組合、ねむろ獣医師会

○北海道立総合研究機構 根釧農業試験場、根室農業改良普及ｾﾝﾀｰ

○北海道酪農検定検査協会（根室事業所）

○ﾎｸﾚﾝ農業協同組合連合会（中標津支所）

○家畜自衛防疫組合（根室市、別海町、標津町、中標津町）

○北海道根室振興局（農務課）

○根室生産農業協同組合連合会（事務局：生産振興課）
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酪農家へ向けた注意点や
提案をこのページに集約しました

このページを優先的に読んで頂き
その他のページから

「ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏとは何なのか？」
「自ら(酪農家や家族や従業員が)
何をするべきなのか？」

「地域の関係機関は何を担当して
いるのか？」

現状を知って頂きたい

JA根室生産連のHPにPDFﾌｧｲﾙが
あります。
閲覧、印刷は自由です。

（問い合わせ先）
TEL 0153-72-2148
FAX 0153-72-4401
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【配布先】
○ＪＡ職員
○獣医師
○関係団体職員

各団体の役割や
基本的な対処方法を
まとめた資料です

この資料も、
JA根室生産連のHPに
置いてあります。
（PDFﾌｧｲﾙ）
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12

農協広報誌への折り込み資料事例（26年10月号）
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ﾊﾞﾙｸ乳ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査体制を構築して見えたこと

① ﾊﾞﾙｸ乳ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査は、乳房炎症状（体細胞数の上昇、
乳房の炎症など）を示していない排菌牛を早期に発見する
手段となりうるのではないのか？

② 理想は分娩した全ての牛を検査することだが、毎年経産牛が
約7万頭、未経産牛が約2.5万頭分娩するので、その検査
費用の捻出が最大の課題となっており、分娩牛検査の代替と
してﾊﾞﾙｸ乳（牛群）検査を実施している

③ 乳房炎治療中の個体乳はﾊﾞﾙｸへ投入されないので、乳房炎
治療牛の検査も同時に重要であると考えている（推奨）

④ ﾊﾞﾙｸ乳検査と治療牛検査の両方を進めることが、理想的な
手法であると考えている（普及には酪農家の理解が必要）
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今後に向けた地域の課題

① この取り組みへの更なる理解度向上（酪農家、家族、従業員、
JA等の関係職員）

② 大規模頭数牧場におけるﾊﾞﾙｸ乳年間検査回数の見直しを継続

③ 菌種レベルと対処指針の見直しを継続

④ 個別（畜主が希望する自主的な）検査への対応

⑤ 子牛への肺炎対策の強化

⑥ 農場立入り者の衛生管理の強化（作業着、靴、車輌の消毒）

⑦ 農場立入り記録システムの普及（JA、自治体、業者と共に推進中）

⑧ ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳房炎が農場で発生する原因や要因を研究機関と共に
調査して、そこから得た傾向を基に対応策を練り直したい
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研究機関への期待

① ワクチンの開発

② 新しい治療薬、治療手法の開発（菌種毎の対処指針？）

③ 検査費（検査キット、検査手法）の低価格化

④ 検査精度の向上、安定化

⑤ 検査結果の活用事例を現場へ啓蒙

⑥ 農場内の蔓延予防対策として、搾乳ﾊﾞｯｸﾌﾗｯｼｭｼｽﾃﾑの有効性
の検証

⑦ 個体の感染ﾚﾍﾞﾙ（状態）と自然治癒の可能性に関する研究
（明確な線引きは困難なのか？）
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行政機関への期待

① 国内の情報整理と開示（ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏによる被害状況、
各地域での対応事例など）

② ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏを起因とする廃用牛への国家ﾚﾍﾞﾙでの
見舞金制度構築

③ 家畜伝染病予防法の見直し

④ 国家としての乳房炎対策指針の提示と推進
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この仕事を続けてきた中での疑問

① ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ（乳房炎）は、近年発見されたのではなく、古くから
存在していたのではないのか？ （PCR検査方法の確立により
発見する頻度が増加したのではないのか？）

② ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏは既に多くの牧場に侵入してるのではないのか？

③ この菌を撲滅することは可能なのか？（他の細菌やｳｨﾙｽと同様
に、完全撲滅は困難ではないのか？）

④ 牛(子牛、搾乳牛)自体の抵抗力(健康状態)が向上すれば、
感染しても発病に至らないのではないのか？
(ただし、乳頭口からの感染には、当てはまらないのではないか？)
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新しい知見や従来からの知見の検証

① ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏを人が伝播するという考え方

□ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ肺炎を引き起こした菌は、乳房炎の原因にもなる？

□基本的な消毒作業の重要性（牛舎、作業着、靴、素手、

車輌など）

② 生殖器感染による被害の可能性

□生殖器にも感染する？（子宮、胎児へも？）

□陽性牛の流産、死産率が上昇する可能性？

③ 今後に向けた提案

□基本的な消毒作業の励行（酪農家、関係団体が一体で）

□牛群監視手法の検討を継続（牛群監視体制の強化）
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